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何を考えているのかなと想像することはできても、 

彼らが本当に感じていることや思うこと、 

それはやはりどんなに長く一緒に暮らしてきていても、100％はわかりません。 

 

 

もしも･･･をよく考えることがありますが、 

私は幼い頃の卒業アルバムに｢もしも手に入れることができる能力があったら？｣という問いに、 

｢動物と会話ができる能力｣と書いていたことを思い出しました。 

 

もしも動物と会話ができたら･･･       きっと…ケンカばかりでしょうね（笑） 

｢この洋服かわいいと思って！！｣ 

｢服とかいらないし、ごはん。｣ 

｢このご飯、高齢の子におすすめなんだって！！｣ 

｢まずそ･･･マグロくれ。｣ 

 

 

犬、猫、ウサギ、フェレット、ハムスター･･･ 

病院にも多くのいわゆる伴侶動物と呼ばれる動物たちがきます。 

我々人間とは元々種が異なり、祖先も、発生も、体の仕組みも全く違う。 

だから会話なんてできなくてもいいんです。というかできなくて当たり前です。 

だからこそ良い関係がそこにできあがるのだと思うのです。 

 

たとえば生まれたての赤ちゃんとお母さんのように、 

そこに文字や言葉がなくても絶対の信頼関係があれば十分で、 

これまで長い歴史の中で動物と人間はほどよい緊張感と暗黙の譲り合いの中で 

絶対的な信頼関係を作り上げてきて今があります。 

よく｢なにをしてあげたらいいかわかりません｣とか｢この子が何を望んでいるのかわかりません｣と 

辛く悩んでいる方が多くいらっしゃいます。 

動物たちと我々人間が大きく異なることのひとつに、彼らには未来が読めません。 

将来大物になってやる！とか、長生きして財を蓄え子孫繁栄を志す！なんてことは考えません。 

せいぜい心配なのは今夜のご飯。 

 

 

でも共通して言えることがあります。 

“種を超えて、最大の幸福とは 

     愛されているという実感である。” 
動物愛護家としても知られている有名な『レ・ミゼラブル』の著者、ヴィクトル・ユーゴーはこう言っておりました。 

 

 

 

何を思っているのかわからなくても仕方ありません。 

ただし愛されているという実感は確実に伝わります。 

そして時には嘘をついてあげることも必要です。 

今日お家に帰ったら、いつものご飯でも、たっぷりの愛情と、 

優しい嘘で愛されている実感を与えてあげてください。 
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【特集1】      

 STOP！誤飲！！            



猫では 

ヒモ・おもちゃ 

が多いですよ 

 

【特集1】 STOP！誤飲！！ 
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おうちでやんちゃ盛りの動物たち。 

ちょっと目を離した隙に何かを口にくわえていた、 

そのまま飲み込んじゃったという経験のある方、多いのではないでしょうか。 

場合によっては手術が必要になることもある誤飲、 

おうちの子は大丈夫でしょうか？？ 

 

＜ちなみに…2015年1月～8月 当院における誤飲外来の件数＞ 

何か食べちゃった！！      

   犬：約60件                          

   猫：約45件                 

  

全身麻酔をかけた件数 

（内視鏡または手術）  

      犬：15件        

       猫：4件 

  

吐かせた件数      

 犬：約45件              

 猫：約25件       

  

＜あっ！こんなもの食べちゃった！＞ 

丸飲みしたオモチャでした！ 

全身麻酔下で内視鏡にて 

取り出しました。 

 

※飲み込んだものによっては、 

   レントゲンにうつらないものも 

   多数ございます。 

 

犬では 

人のご飯・薬 

 

＜防ぐには？＞ 

誤飲予防のために大切なことは、 

動物たちの手の届くところに誤飲されそうなものを置かないことです。 

人の食べ物や薬など誤飲しそうなものは扉のついた場所に保管する、 

ゴミ箱などを蓋つきのものにする等の工夫をしましょう。 

おもちゃは飲み込めない大きさのものを選び、 

簡単に噛み切れるようなものは避けましょう。 

 

＜万が一誤飲してしまったら…。＞ 

まずは動物病院へご相談ください！ 

飲んで2・3時間以内ならば、状態によっては適切な処置により 

対処できる可能性があります。 

インターネット上には様々な方法が紹介されていることがありますが、 

方法によっては危険な場合があります！ 

早めに病院へご連絡ください。 

file:///C:/PCMLib/Files/Html/HTMLID_9170316187299204/TagJumpUrl/AHID_432741KOBJID_1142103
file:///C:/PCMLib/Files/Html/HTMLID_9170316187299204/TagJumpUrl/AHID_432741KOBJID_1122778
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食べると危険！！中毒を起こすものたち 

   チョコレート 

     不整脈やケイレン、 

    発作などを起こします。 

     小型犬だと板チョコ1枚程の 

              量で致死量になることも！ 

   ビターチョコでは少量の摂取でも 

   危険なことがあります。 

キシリトール 

（ガムなどに含まれます）    

     低血糖や肝障害を引き起こします。 

     1時間ほどで症状が出ることが多いです。 

  

  

鶏や魚の骨 

   のどに刺さったり消化管を 

            傷つける可能性があります。 

     クリスマスシーズン等は要注意！ 

届かない所に捨てましょう！ 

 

  

  

       ブドウ 

     急性腎不全を起こす可能性があります。 

   レーズンも同様のリスクがあるので 

食べさせないでください。 

もちろんワインもダメです！ 

  

 

  

タマネギ 

   溶血による貧血や溶血を起こします。 

         加熱してあっても危険！ 

   数日たってから症状が出ることがあります。 

  

ほんの一例であり、他にも動物たちにとって危険なものは 

私たちの日常生活の中にたくさんあふれています。 

ご不安な時は、お早めに動物病院へご相談ください！  

【特集1】 STOP！誤飲！！ 
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風邪薬・鎮痛剤 

     イブプロフェンが胃潰瘍や消化管出血、 

              アセトアミノフェンが肝障 

     害などを起こします。 

  

   乾燥剤 

     生石灰は水を含んで熱を発し、 

               口腔内火傷などを起こします。 

     シリカゲルは腸から吸収しないので 

                毒性は低いと言われています。 

     外袋等は閉塞の危険があります。 

  

殺鼠剤 

  凝固不全により血尿や鼻血など 

   様々な部位からの出血が起こります。 

  急性の経過をたどるので 

とても危険です！ 

  

 

  

タバコ  

   ケイレンや頻呼吸、 

発作を引き起こします。 

   小型犬ではタバコ1本で致死量に達します！ 

 

  

   カエル 

     散歩中に追いかけて食べちゃった、 

  なんてことの多いカエル。 

     特にヒキガエル毒は危険で、 

よだれやケイレン、 

 心毒性などを起こします。 

  

ユリ 

（ユリ科の花全般） 

     特に猫で腎不全を引き起こします。 

花粉や花びら、 

   葉など全部位に毒性があり、 

   花瓶の水も危険です。 

   ねこちゃんは命に関わります!! 

【特集1】 STOP！誤飲！！ 



 【特集2】 

 行楽の秋♪お出かけ時のマナー 
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【特集2】お出かけ時のマナー 

行楽の秋♪お出かけ時のマナー 

大事なこと☆うちの子大丈夫？ 

・「待て」「おいで」「いけない」はできる？ 

・トイレは決まった場所でできる？ 

・他のわんちゃんと仲良くできる？ 

・発情はきてない？ 

・拾い食いは危険！日頃から気を付けましょう。 

 

普段、お家で穏やかな子でも初めての場所や他のわんちゃんに緊張してしまうかもしれません。 

①首輪・リード・ハーネス 

②トイレマナーセット（マナーベルトの着用） 

 （ゴミ袋・ティッシュ・おしっこ流し用の水・消臭スプレー等） 

③わんちゃん用の水筒（水飲み皿） 

※ドッグランやトリミングサロンに行く際は、 

 ワクチン接種証明書も忘れずに提示出来るようにしましょう。 

 

 

陽射しの強かった季節も過ぎ、ようやく秋の匂いを感じる今日この頃。 

わんちゃんとお出掛けする時間も増えたのではないでしょうか？ 

トラブルや事故を避ける為にも 

        ノーリードは絶対にやめましょう！ 

また、ドッグランなどの他のわんちゃんがいる場所へのおもちゃやおやつの持ち込みは厳禁です。 

楽しく過ごすには・・・ 

お出掛け時の持ち物 

楽しい時を過ごすにはその一方で 

守らなくてはいけないマナーがあります。 

わんちゃんの為にも周りの為にも、 

日々の環境やしつけも大事になってきます。 
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ショッピングも楽しく♪ 

最近ではわんちゃんと過ごせる施設も増え、 

ホームセンターなどで一緒に 

ショッピングを楽しむ光景をよく目にします。 

過ごしやすい環境が増えつつあるからこそ、 

その施設に応じたルールをしっかり守れるといいですね！ 

店内での移動は、用意された犬用カートが理想的です。 

落下事故のないようリードは着用したまま乗せましょう。 

わんちゃん、ねこちゃんとの外出時には･･･ 

来院時などにもお勧めのキャリー！ 

 お出かけ用のキャリーケースには前だけでなく、 

上を開ける事の出来るタイプのもの を推奨しています。 

嫌がるわんちゃん・ねこちゃんを負担なく出すことが出来たり、 

また無理に出さずにキャリーに入れたまま処置することが出来ます。 

 

日本動物医療センターの近くにも 

わんちゃんと一緒にカフェを楽しめる場所が 

ありました♡ 

テラス席でワンちゃんと 

のんびりとすごしてみるのも良いですね♪ 

 カフェタイム （撮影協力ありがとうございます！） 

方南通り沿いにひっそりとたたずむ 

オシャレな喫茶店です♪ 

 

【特集2】お出かけ時のマナー 

休日には 

 一緒にカフェやドッグランへ♪ 



【特集3】 

日本動物医療センターの輸血プログラム 

  

治療のために輸血が必要とされる患者さんがいます。 

けがや病気による出血、重度の疾患による血液の異常を補うための輸血は、 

他ではとってかえることのできないとても重要な治療です。 

 

私たち日本動物医療センターは、 

患者さまに安全な血液を必要な時に必要な量確保できるよう、 

血液を保存するシステムを導入しています。 

 

保存する血液は、登録ドナーさんたちの定期的なご協力により確保しています。 

登録いただいたドナーさんには約半年に１度（年に２回）の定期採血をお願いしています。 

  

       ～ Donate Blood , Donate Love ～ 

  



採血した血液は、適切な処理を行ったのち、 

専用の冷蔵庫で保存します 

赤血球は約１か月 血漿成分は１～３年保存し、 

必要なときに使用します 
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【特集3】Donate Blood  Donate Love 

さて、ドナーさんたちからの血液提供は、どのように行われているのでしょうか。 

採血当日の簡単な流れをみてみましょう。 

採血は、ドナーさんの不安を抑えるため、安全のために必要に応じて軽い鎮静処置のもとで行います。 

STEP1 

STEP2 

来院  

あらかじめ決めた日程の午前中に来院してもらいます 

軽い鎮静処置を行うため、朝ごはんは食べないできていただきます 

検査 

  採血のために全身状態が良好であることを確認します 

（ 身体検査・血液型・一般血液検査・尿検査・便検査・感染症検査） 

STEP3 

鎮静処置  

 注射による鎮静を行います  

（必要に応じて３０分から２時間ほどの効果） 

STEP4 

 

採血  

 採血部分：頸部もしくは前肢（体格により部分は変わります 猫は頸部のみ） 

       採血部分は毛刈り、消毒ののち、無菌的に採血を行います 

  採血量：体重によって量は決められます （犬：200ml～800ml 猫：40~50ml） 

 

 
STEP5 

点滴 

  採血量に応じた点滴を行い、安静にして体調の確認をします 

 

STEP6 

退院（夕方帰宅） 

   お帰りの際に、次回の予定などのご相談をします。 

STEP7 

 翌日電話にて 

  健康状態の確認をさせていただきます 

  血液保存 



日本動物医療センターでは、 

ご協力いただける輸血ドナーさんを募集しています。 

ご質問がございましたら、 

いつでもスタッフにお声掛けください。 
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輸血ドナー募集 

多くのドナーさんにご協力をいただき、 

たくさんの命をつなぐことができていますが、 

輸血のための血液が不足していて、 

輸血を受けられない患者さんもいらっしゃるのが現実です。 

   

 

１・年に2回の血液検査（初回のみ血液型検査） 

２・年1回の便・尿検査 

３・感染症検査（猫は初回のみ、犬は年1回） 

4・献血をしていただいた時にデンタルケアグッズのプレゼント 

5・オリジナルグッズのプレゼント 

４・爪切り・肛門腺・歯磨き・耳掃除などの 

   グルーミングサービスの年間パスポートの発行  

【特集3】Donate Blood  Donate Love 

ドナーさんにお願いしている条件 

  

CAT 

 

１・健康な成犬（満1歳～7歳）体重１５㎏以上 

２・過去に輸血治療を受けた経験がないこと 

３・慢性疾患を患っておらず、現在投薬中でないこと 

４・妊娠・出産歴がない女の子または 

  交配経験のない男の子 

５・必要な予防を継続的に行っていて、 

  感染歴がないこと 

６・当院に通院可能なこと 

 

１・健康な成猫（満1歳～8歳） 

  理想的には体重４㎏以上 

２～６は犬と共通です 

７・完全室内飼育（単頭飼育が望ましいが、 

  多頭飼育の場合、同居しているすべての猫も 

  完全室内飼育であること） 

  

 DOG 

 ※それぞれの予防・感染症の内容につきましては、 

             お問い合わせください。 

  

ドナー登録をしていただいた 

      患者さんには 

 



smile次号（冬号）の表紙となる一枚を選ぶフォトコンテストも兼ねており、 

ご応募いただいた写真の中から抽選で1枚が選ばれます。 

【特集4】  

photo shot☆ 
       

第4回 

   ～  な か よ し ～ 

『smile』よりお知らせ 

 photo shot では 

  

飼い主様からのお写真を公募いたします。 

 次回テーマは 『 私の特技 』 

 皆様からのご応募お待ちしております。 

 

 

 

件名に『冬号写真募集係り』 

本文に飼い主様名・ペット名を入力し、 

写真を添付してメールを送信して下さい。 

加工などの処理がされていない写真でのご応募をお願いします。 

※公募写真は本誌に掲載のみに使用し、他の目的には使用いたしません 

smile@jamc.co.jp 

おめでとうございます！！ 
 

スタッフからのコメント 

「2人の距離が近すぎて 

 ニーニャちゃんに気が付きませんでした★ 

 とっても仲良しなんですね♥」 

【表紙の写真】 

石貫 クラリスちゃん ★ ニーニャちゃん 
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【特集4】photo shot ☆ 

 

 

 

 

   

NAME : しんじ♂ NAME :  ちび♂ まろん♀ 

NAME :  ポルテ♂ シアン♂ ライム♀ 

NAME :  まつ♀ まろん♀ 

NAME : 桃太郎♂ 

2回目のご応募 

ありがとうございます♥ 

NAME :  ノアール♂ 



からのお知らせ  
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【information】 

シャンプー前に汚れやすいポイントCHECK!!！ 

☆濡らしたら寒いだろうからお湯の温度を高めにしてあげよう！ 

☆早く乾かさないと風邪ひくからドライヤーの温度を上げよう！ 

   近くしたらもっと早く乾くかも 

☆ゆっくり丁寧に時間をかけて洗ってあげよう 

                                                

☆ ワンちゃんももちろん火傷をします。お水の温度は３５度から３８度のぬるめの温度で。 

☆ 温度の高いドライヤーや皮膚までの距離が近い=火傷・赤みの原因です。 

  温度は低めで３０センチほど離してあげる 

☆ ゆっくり時間をかけて洗うとワンちゃんに負担がかかってしまいます。 

   シャンプーから乾かしまでの時間は１時間から１時間半を目安に 

  洗ってあげましょう。 

尾の付け根 

脂が出やすい箇所 

耳内 

脂が出やすい箇所 

よーくもみ洗い！ 

口周り 

食べ物などによる汚れ 

足裏・指間 

土などの汚れがたまりやすい 

溝もしっかり洗う 

脇・内股 

こすれる部分なので 

毛玉ができやすい 

陰部周り 

女の子の場合は特に 

汚れやすいのでしっかりと！ 

肛門周り 

排泄物による汚れ 

こんな洗い方していませんか？ 

その他 Q＆A 

Ａ.人間のシャンプーを使ってはいけないの？ 

Q.人間の皮膚よりもワンちゃんの皮膚の方が薄いため、人用のシャンプーを使うと皮膚トラブルに繋がる可能性が... 

A.シャンプーの頻度ってどのくらい？ 

Ｑ.ワンちゃんは皮膚のターンオーバーは人に比べると約１週間ほど早く、だいたい２１日程度です。 

  それを考えると個人差もありますが約１か月に１回のペースが ＢＥＳＴ！ 

Ａ.シャンプーの目的ってなに？ 

Ｑ.人と同じように、皮膚・被毛を清潔に保つこと。また、皮膚トラブルを予防する目的のためにシャンプーします。 



・顔から遠い箇所 

・汚れがしつこい箇所               → 頭部 の順番で洗っていきます。 

・皮膚が荒れている個所（薬用シャンプーの場合）   

（※ノミの寄生が確認できる子は上記順番とは逆に頭部から洗っていきます。） 

からのお知らせ  【information】 

シャンプーの仕方 

STEP1 まずはブラッシングと全身チェック 

※毛玉と抜毛はこの時点で取っておきましょう 

長毛の子は水が皮膚まで浸透しにくいため被毛をかきわけながら濡らしていくといい！ 

いきなり前から水をかけるとワンちゃんもびっくりしてしまいます。 

 濡らすときは後ろから水に慣れさせながらゆっくりと... 

シャンプーは泡が大事です。（泡が汚れを吸着します） 

スポンジを使って泡立てながら、指の腹を使って洗っていきます。 

基本１回目は全体の被毛の汚れを、２回目は皮膚の洗浄と2度洗いします。 

ですが、汚れや油分が多いと泡がすぐ消え、しっかり洗えません。 

しっかりと泡が消えずに全身を洗えるようになるまで数回シャンプーを繰り返す 

事もあります。 

 

※脂の出やすい箇所：「耳前」「背」「尾の付け根」はよく揉みこんで洗う！ 

※長毛の子はわしゃしゃ洗ってしまうともつれ、毛玉の原因になります。 

 肌に揉みこむイメージで洗います 

流すときは身体の高いところから！ 

頭部→身体→脚に流していくイメージ 

逆立てるようにすすぐと毛穴の奥の汚れ、 

泡がしっかり取れます 

☆ドライヤーの温度、距離にはよーく注意してください！ 

スリッカーなどのブラシを使って、被毛を伸ばしながら掻き分け 

根元から乾かしていきましょう。 

（長毛の子は絡みをとるように意識して） 

被毛はもちろん！ 

皮膚もしっかり乾かしてあげないと皮膚トラブルの原因になります！ 

疑問点などあれば、お気軽にトリマースタッフまでお声かけ下さい！ 

シャワーが苦手な子の多くは、シャワーから出るお湯が皮膚に当たる感覚も嫌がります。 

 水圧を弱め、シャワーヘッドを皮膚につけるようにして体を濡らしてあげましょう。 

STEP2 身体を全体的に濡らす 

STEP3 スポンジ等を使いシャンプー剤を身体につけていく 

STEP4 シャンプーをすすいでいく 

STEP5 タオルドライをしっかりし、 

ドライヤーを使って乾かしていきます 



Profile 

2005年6月 日本動物医療センター入社 

NAME     : ビーコ （ビーグル） 
誕生日   :2002.6.9 女の子♀ 

血液型      ：DEA1.1(+) 

好きなもの   ：にんげん 

嫌いなこと   ：階段おりること 

大好物     ：ゴハンなら何でも‼ 

特技         ：おもちゃの破壊 

相方         ：ダル男（ダルメシアン♂） 

             ばにっちょ（バーニーズ♀） 

『ばにっちょの闘病日記』番外編 

『ビーコの門出』 
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【information】 

『ビーコの門出』 

ビーちゃんは 

お外に出たことがないので 

卒業に向けて 

病院の屋上で 

お散歩の練習しました♪ 

 

夕日が綺麗～ 

お外楽しい!! 

ちゃんと隣を 

歩けるヨ!! 

写真立て 

もらったよ♪ 

2005年6月からセンターの一員となった 

ビーグルのビーちゃん。 

ばにっちょの先輩犬です★ 

13才になった現在、 

かねてから里親の希望をしていた 

当院トリミングサロンのトリマーさんに 

家族として迎えてもらえることが決まりました。 

  

ビーちゃん8月15日の卒業に向けての歩み、 

卒業式、新居での様子をご報告します★ 

お座りするから 

なんかちょーだい♪ 



『ビーコの門出』  
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【information】 

表彰状授与 

担当医から 

お別れの言葉 

犬用ケーキ 

贈呈★ 

集合写真 

うまいっ♪ 

JAMCのみんな 

10年間ありがとう♥ 

これから楽しいこといっぱいするヨ★ 
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【information】 日本動物医療センターリニューアルへの道 

                         （予定） 

2015年11月～2016年  4月：本館改装工事 

2016年  4月～2016年11月：新棟増築工事 

日 本 動 物 医 療 セ ン タ ー 

改 装 工 事 決 定 
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【information】 

 

おかげさまで当院は創業44年を迎え、この建物も築48年となりました。 

この建物は、長い年月を「地域の動物病院」として、 

また「24時間入院看護のできる動物病院」として、 

ずっと我々の目指す医療を支えてくれました。 

ただ、約50年という年月を経て、やはり老朽化は否めません・・・（涙） 

 

 

今後もより良い医療を提供するために、また動物たちにより良い環境を提供するために、 

さらに医療を通じて飼い主様のもとへ笑顔～Smile～を届けるために、 

今回センター・トリミングサロン共に大規模な改修工事を行うこととなりました。 

  

今まで通り診察や入院看護を滞りなく行うため、工事は同時進行で行われます。 

耐震補強も行いますので、工事中はかなりの音が予想されます。 

音に敏感な子は配慮しますので遠慮なくお申し付け下さい。 

進行状況により部屋の移動等発生してまいります。 

１階の工事の際は待合室や診察室が移動となります。 

それに伴い、工事開始の2015年11月頃から翌年3月頃までＨＯＴＥＬのお預かりをお断りさせて頂いております。 

トリミングサロンcocoeも新棟に引っ越しの際、2週間～20日間程仮説施設を設けて営業予定です（2016・11月上旬予定） 

 

ご迷惑をおかけし大変恐縮ですが、ご協力をお願い申し上げます。 

また、ご不便な点やお気づきの点がございましたら遠慮なくお申し付け下さい。 

改修のプランなどは追ってSmileにて掲載いたします。 

 

改修プラン 

・ ワンちゃんに快適な入院環境を 

・ ネコちゃんにフレンドリーな診察を 

・ ウサギさんをはじめとするエキゾチック動物に安心できる環境を 

・ 防災の拠点としての頑丈な建物を 

 

改修時期 

・ 2015年10月から改修工事スタート 

・ 2016年11月完全リニューアル予定 

 

日本動物医療センターリニューアルへの道 

『 日 本 動 物 医 療 セ ン タ ー  

      リ ニ ュ ー ア ル へ の 道 』 vol.1 

 

 



  ★うちの子紹介★ ヨークシャテリアのルールちゃんです！ 
犬が大嫌いな母親が、ルールにだけはすごくデレデレしてしまうくらい、魅力がある子です笑 

ルールちゃんの特徴は、本来のヨークシャテリアの姿を魅せるため体の毛を伸ばしています！ 

手入れがすごく大変ですが、頑張ってもらっています笑。沖縄の実家に帰る時の楽しみはもちろん！ルールに会うことです！☆ 

information 

【スタッフ紹介】 

献血してくれる子募集中！ 

詳しくは、本誌P12～14 

特集ページをご覧ください 

トリマー 

座喜味 現  
   - Gen  Zakimi- 

【information】 

＊ねこちゃん・うさぎちゃんへ＊ 

待合室奥のピンクのソファーは 

ねこちゃん・うさぎちゃん優先席と 

させて頂いております。 

緊張しがちなねこちゃんやうさぎちゃんが 

少しでも快適に待合室を 

ご利用頂けるけるよう 

皆様のご協力をお願い致します。 

また、待合室でお使いいただけるように 

キャリーカバーをご用意いたしました。 

ご希望の方は、受付までお申し付け下さい。  

【院内でのマナー】 

人も動物も気持ちよく過ごすために 

＊オフリードはご遠慮ください＊ 

 当院には５種類の動物たちが来院する他、

中には他の子が苦手な子もいらっしゃいま

す。お待たせしてしまう事が多々あります

が、トラブルを未然に防ぐために、ご協力

をお願い致します。 

＊携帯電話はマナーモードに＊ 

 音に敏感な子もいらっしゃいます。びっ

くりさせてしまう事のないよう、音の出な

いような設定をお願い致します。また入院

の子にご面会される際は、電源をお切りく

ださるようにお願い致します。 

Cat Friendly Clinic Gold Certificate 

このたび当院は国際猫医療学会（International Society of Feline Medicine :ISFM）が定める 

“猫にやさしい医療を提供する病院”の世界基準である、 

キャット・フレンドリー・クリニックのゴールド認定（最高ランク）を受けました。 

この基準は、病院における通院や入院のすべての猫さんたちに高水準の福祉と 

治療を提供するために設定されたものです。(www.catfriendlyclinic.org) 

今後も、24時間診療体制を軸に、猫ちゃんやその飼い主様が安心して 

訪れることができる病院をつくり、猫にやさしい医療を追及していくために施設の改善や 

人材育成に努めてまいります。 

こちらの活動については、院内掲示、ホームページやSmileでも 

随時ご報告させていただきますのでご期待ください！ 

 

②仕事をしていて、1番嬉しいことは？ 

やはり、シャンプーだったり、カットだったり、最後お返しする際に、 

飼い主様の「笑顔」と「綺麗になった」「可愛い」という言葉が嬉しいと思えるときですね。 

そこから指名に繋がると更に頑張ろう！と励みになります♪ 

③自分を動物に例えると？ 

みんなに聞いた結果、「猫」が多かったですね笑 

気分屋で、神経質で、それでいて人懐こいところがある。 

と具体的に説明してくれたのは実の兄でした笑 

④休日の過ごし方は？ 

普段はだらだら過ごしています。笑 

気分により、カラオケに行ったり、街をブラブラしたり。 

月一のイベントはディズニーに行くことですね♡ 

ちなみに、9月は既に2回行く予定があります。笑 

①トリマーになったきっかけは？ 

初めはメイクアップアーティストや人の美容師かトリマーとで悩んでいましたが、 

昔、獣医師を目指していた時期があったり、 

ありがちですが、動物が大好きというのでトリマーの道に進みました。 

今は癒されつつ、日々勉強しつつ、楽しくトリマーをしています！ 



Tel 03-3378-3366 

ご予約はお電話、HPもしくは 

直接スタッフまでお問い合わせください 

院内セミナー 

     スケジュール 

【パピークラス】 
毎週火曜日（祝日除く） 12：30～ 
予約制 教室参加費500円 

 

【しつけ教室】 
毎週月曜日（祝日除く） 12：30～ 
予約制 教室参加費500円 

 

【はみがき教室】 
第2・4木曜日12：30～  

                 第3日曜日18：30～ 
予約制 教室参加費500円 

 

院内セミナー 
 

テーマ  

『犬種シリーズ第1弾 ＆ 「食べちゃいけない」』 
            予約制（先着5組） 

 

 

10/17（土）犬種別シリーズ「気になる トイプードル」 

                     19：00～ 

11/7 （土）「○○食べちゃいました！！ 

                      大丈夫ですか？」犬編 

                  19：00～ 

11/28 （土）「○○食べちゃいました！！ 

                      大丈夫ですか？」猫編 
                      19：00～ 

12/19（土）「食べちゃダメ！」 

              を練習してみませんか？ 

                  19：00～ 
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【information】 院内セミナー・各種教室案内 



http://www.jamc.co.jp 


